
３月１日(木）第１０３５回  
     埼玉県倫理法人会 ＭＳ委員長 

講師：久保 孝一 氏 
テーマ：「倫理を学んで」 
 

 

高
校
卒
業
後
、
一
年
浪
人
し
て
早
稲
田
大 

学
に
入
学
す
る
も
、
勉
強
せ
ず
に
劇
団
で
役

者
を
や
っ
て
い
た
た
め
留
年
し
た
。
商
事
会

社
に
就
職
し
、
数
年
後
タ
イ
に
転
勤
す
る
事

と
な
っ
た
。
二
人
の
娘
は
六
年
間
の
タ
イ
駐

在
中
に
生
ま
れ
た
。
現
地
で
必
要
に
せ
ま
ら

れ
て
タ
イ
語
を
習
得
。
週
一
回
、
転
勤
族
に 

英
語
で
タ
イ
語
を
教
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

帰
国
後
、
緩
や
か
な
タ
イ
の
生
活
と
東
京
で

の
商
社
の
激
務
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
退
社
。 

平
成
十
二
年
に
現
在
の
保
険
会
社
に
転
職
。 

そ
の
顧
客
か
ら
倫
理
法
人
会
を
勧
め
ら
れ 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
倫
理
法
人
会
に
入
会
。 

入
会
し
て
出
身
地
鹿
児
島
の
「
郷
中
教
育
」

を
思
い
出
し
た
。
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通

た
ち
時
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
の
は
、
「
異

年
齢
集
団
活
動
」
。
教
師
で
は
な
く
年
長
者

が
年
少
者
を
教
育
す
る
。
「
負
け
る
な
」

「
嘘
を
言
う
な
」
「
弱
い
者
い
じ
め
を
す
る

な
」
今
期
県
の
Ｍ
Ｓ
委
員
長
を
拝
名
し
、
そ

の
精
神
と
笑
顔
で
良
い
Ｍ
Ｓ
作
り
を
目
指
し

て
実
践
し
て
い
く
。 

 
相
川 

哲
也 

記 
 

 
 

       
 
 

 
 

 
 

 
３月８日(木）第１０３６回  
    所沢市倫理法人会 会長 

講師：山田 節子 氏 
テーマ：「苦難福門」 

３月1５日(木）第１０３７回  
     八潮市準理法人会 会長 

講師：今井 淳一 氏 
テーマ：「さあ、やろう！」 

３月2２日(木）第１０３８回  
    埼玉県倫理法人会 青年委員長 

講師：高田 幸生 氏 
テーマ：「もしも倫理法人会に 

              入会していなかったら」 

 

神
奈
川
県
出
身
。
短
大
卒
業
後
、
不
動
産
会
社 

に
就
職
し
建
築
部
門
で
働
く
。
十
七
年
間
勤
続

し
建
築
の
仕
事
が
ひ
と
通
り
理
解
で
き
て
独
立

を
と
思
っ
た
時
に
バ
ブ
ル
崩
壊
。
出
産
、
育
児

を
経
験
し
、
将
来
の
目
標
を
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社

設
立
に
転
換
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
五
年
間
勤
務
。
独
立
の
準
備
を

始
め
た
こ
ろ
そ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
の
経
営
状

態
が
悪
く
な
り
、
私
の
独
立
に
従
業
員
七
名
が

つ
い
て
き
て
く
れ
た
。
以
来
二
十
七
年
間
、
リ 

フ
ォ
ー
ム
業
一
筋
に
や
っ
て
き
た
。
七
名
の
社

員
も
一
人
も
欠
け
ず
に
働
い
て
く
れ
て
い
る
。

倫
理
法
人
会
に
は
平
成
二
十
年
に
入
会
し
た
。

一
身
上
の
苦
難
に
遭
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
が
倫
理
の
「
苦
難
福
門
」
の
考
え
方
に
救
わ

れ
、
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
に
心
臓
病
で
倒
れ
、
大
き
な
手

術
を
受
け
、
九
死
に
一
生
を
受
け
て
健
康
を
回 

復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
は
生
か
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
一
昨
年
、
所
沢
市
倫
理
法
人
会
の

会
長
を
引
受
け
た
。
設
立
二
十
周
年
行
事
も
仕

切
り
、
今
の
目
標
は
所
沢
を
二
百
社
の
大
単
会

に
す
る
事
。
願
い
を
叶
え
る
た
め
邁
進
す
る
。 
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や
る
と
決
め
た
ら
と
に
か
く
や
る
。
自
分 

に
対
し
て
「
や
る
理
由
」
は
要
ら
な
い
。

周
り
に
対
し
て
は
要
る
。
ガ
ン
ガ
ン
や
る 

姿
を
見
せ
る
事
で
周
り
を
巻
き
込
み
協
力

者
を
増
や
す
。
や
る
前
に
不
安
が
ら
ず
あ 

え
て
苦
難
を
選
ん
で
み
よ
う
と
会
長
に
な 

る
事
を
決
め
る
。
子
供
た
ち
の
陸
上
の
指 

導
で
ど
ん
な
練
習
で
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
の 

力
で
や
れ
、
ダ
ラ
ダ
ラ
や
る
と
ダ
ラ
ダ
ラ

の
心
の
癖
が
つ
く
。
何
を
や
る
時
に
も
全 

力
で
や
る
心
の
癖
を
つ
け
ろ
、
一
番
に
な 

る
事
が
大
切
じ
ゃ
な
く
、
自
己
ベ
ス
ト
を 

超
え
る
事
が
大
切
と
何
回
も
シ
ャ
ワ
ー
の

よ
う
に
言
う
。
伸
び
悩
み
の
時
期
が
く
る
。

勇
気
を
出
せ
！
と
隣
で
言
い
続
け
る
。
自

分
の
力
を
信
じ
て
自
分
で
力
を
使
え
ば
、

伸
び
る
事
が
出
来
る
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど

色
々
な
世
界
が
み
え
て
く
る
。
夢
は
行
動

旗
を
取
り
戻
す
こ
と
。
夢
を
実
現
し
よ
う
。 
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３月２９日(木）第１０３９回   
   （一社）倫理研究所 法人スーパーバイザー 

講師：荒井 久満 氏 
テーマ：「美的発見」 

 

隣
の
千
葉
県
流
山
市
で
漬
物
の
製
造
業
を
営 

ん
で
い
る
。
千
葉
県
の
人
口
は
一
万
人
増
加

で
半
分
の
五
千
人
は
流
山
市
で
、
急
激
に 

増
え
て
い
る
。
つ
く
ば
Ｅ
Ｘ
で
秋
葉
原
ま
で

四
十
五
分
と
い
う
立
地
の
良
さ
か
ら
、
二
十

代
、
三
十
代
の
子
育
て
世
代
が
中
心
で
、
一

気
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
な
い
よ
う
行
政
の

工
夫
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
駅
の
近
く
に
子

供
の
預
り
所
を
設
け
、
各
保
育
園
、
幼
稚
園 

の
バ
ス
は
そ
こ
に
送
迎
す
る
シ
ス
テ
ム
で
一

回
百
円
で
利
用
で
き
る
。
働
く
親
に
と
っ
て

便
利
な
制
度
が
た
く
さ
ん
あ
り
若
い
世
代
に 

魅
力
的
な
街
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
。
自

社
で
は
「
特
定
な
も
の
で
一
番
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
最
初
か
ら
強
者
と
競
う
の
で
は

な
く
、
製
品
と
材
料
で
勝
負
し
た
。
「
物
は 

活
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
集
ま
る
」
相
手
の
事

を
き
ち
ん
と
評
価
す
れ
ば
人
が
寄
っ
て
く
る
。 

社
長
が
変
わ
れ
ば
会
社
が
変
わ
る
。
一
週
間 

色
々
な
事
が
起
り
、
ク
セ
を
取
り
除
き
ノ
ー

マ
ル
な
状
態
に
す
る
の
が
Ｍ
Ｓ
。
相
手
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
百
書
き
出
す
。
そ
れ
が

「
人
と
人
と
の
和
」
美
的
発
見
の
ヒ
ン
ト
だ
。 
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幼
年
期
に
「
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
」
と 

感
じ
た
事
で
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
に
い

た
。
「
や
れ
ば
出
来
る
の
だ
か
ら
」
周
り 

の
言
葉
に
安
心
し
て
何
も
せ
ず
に
過
ご
し

て
き
た
。
食
品
会
社
に
就
職
す
る
も
続
か

ず
職
を
転
々
と
す
る
。
子
供
の
頃
は
過
ご

せ
た
事
も
大
人
に
な
る
と
済
ま
さ
れ
な
い 

現
実
。
そ
ん
な
時
の
救
い
は
両
親
だ
っ
た
。 

二
十
九
歳
で
気
持
ち
も
新
た
に
社
会
労
務

士
の
道
へ
。
倫
理
法
人
会
に
入
会
。
朝
の 

準
備
を
し
続
け
る
事
で
自
分
に
変
化
が
起

き
る
。
そ
し
て
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
の
東
日
本
大
震
災
。
初
め
て
自
分
は
何 

な
の
か
考
え
、
孤
独
も
感
じ
た
。
倫
理
の

方
々
と
被
災
地
へ
行
き
、
人
と
の
繋
が
り

の
大
切
さ
、
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

る
。
倫
理
で
の
お
役
目
と
し
て
、
若
い
世

代
を
育
て
る
。
目
標
を
持
つ
事
や
自
分
を

変
え
る
努
力
、
何
よ
り
人
の
た
め
に
行
動

す
る
事
の
大
切
さ
を
感
じ
た
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モーニングセミナー（無料） 
 朝食会（500円） 
 毎週木曜日   

 セミナー  ＡＭ6：00～7：00 

  朝食会   ＡＭ7：00～8：00 

 会場：埼玉屋旅館 （右地図） 
 東武スカイツリーライン「草加駅」徒歩８分 

 この日開催される草加松原太鼓橋ロード
レースのコースでもある場所を、参加される
ランナーへエールの気持ちを込めて、また、
ケガのないように一生懸命掃除をしました。 


